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(敬称略、五十音順) 

議事録 

 

１．当番世話人挨拶 

第１２９回日本医学放射線学会北日本地方会、第７４回日本核医学会北日本地方会の

当番世話人である石井世話人より挨拶があった。 

２．前回議事録確認 

前回議事録が承認された 

３．報告事項 

１）理事会動向 

（江原世話人） 

専門医合格率は例年通り。 

学会全体のグローバリゼーションのために全国学会の英語化はやむを得ない。 

（玉木世話人） 

医学放射線学会総会では演題を英語募集する。発表もなるべく英語で行う方針。

ただし、教育講演は日本語。 

（根本世話人） 

国民被曝線量の実態調査を国として調査する方針が立ち上がり、放射線医学総合

研究所のデータベースを活用し、国立大学病院部門会議の調査資料も活用して行

う。CT、MRIの実態調査も行われる予定。 

専門医更新認定のための必須講習会については、JRS のホームページで受講して

試験を受けることで受講扱いになるシステムが稼働している。費用が講習１本に

付年間１２０万円かかるので、３か月おきに講習内容が入れ替わる仕組みになっ

ている。１年かければ全講習を受講できるシステムになっている。 



放射線技師の読影補助業務に関し、JRS 理事会と放射線技師会にて協議が行われ

ている。 

２）各種委員会報告 

特になし 

３）第１３０回春季地方会案内（福島県立医科大学・宍戸文男世話人） 

宍戸文男世話人より、平成２６年 6月２８日（土）コラッセ福島にて１日開催で

行うことが報告された。６月２７日～２８日の腹部放射線学会（秋田）と重なっ

てしまうが可能な限り多くの方にご参加いただきたい旨話があった。 

４）第１３１回秋季地方会案内（東北大学・神宮啓一世話人） 

神宮啓一世話人より、平成２６年１０月２４日（金）～２５日（土）開催を予定

している旨報告された。会場予約が１年前からの受付のため、正式に会場が決ま

り次第ＨＰ等でお知らせする。 

５）第１３２回春季地方会案内（秋田大学・橋本学世話人） 

橋本世話人の代理として、高橋聡世話人より平成２７年６月２６日（金）～２７

日（土）にぎわい交流館ＡＵ（あう）で開催する旨報告された。 

６）その他 

 （玉木世話人） 

全国の放射線学会会員数が増加する中、北日本の会員が減少している。勧誘のため

の活動がさらに必要。 

JJR の採択率は、症例報告１０％以下、原著論文３０％以下程度である。あまり採

択率をあげて IFを下げるようなことにはしたくないのでReview articleを入れるな

ど考慮していきたい。 

 

４．協議事項 

１）世話人会退会希望について 

 犬上篤世話人、西尾正道世話人、渡会二郎世話人より世話人会退会の申し出があり

了承された。 

２）世話人推薦について 

     瀧靖之先生（東北大学加齢医学研究所 機能画像医学分野教授）、岸和史先生（北斗 

病院 放射線治療科部長）、工藤與亮先生（北海道大学病院 放射線部准教授）が世話

人に推挙され承認された。 

 

５．その他 

１）北日本臨床研修医・医学生のための放射線セミナーについて 

（高瀬世話人） 

第３回セミナーを福島での春の地方会と並行開催で引き続き行うことが了承された。 

 



２）JRS機関誌（Japanese J Radiology）について 

（松本世話人より下記①、②の質問があった） 

 ①紙媒体の要・不要の選択を可能にして欲しい件 

 ②雑誌内容につき、“Editorial”と“Letters to the Editor”の項目を加えるべき

件 

 

①（玉木世話人の回答） 

紙媒体を失くすことの経費削減効果はあまり大きくない。会費値下げを要求す

るものでなければ問題ないと思うので検討したい 

②（玉木世話人の回答） 

JJR の採択率は、症例報告１０％以下、原著論文３０％以下程度である。あま

り採択率をあげて IF を下げるようなことにはしたくない。良質の Review 

articleを入れると IFが広報する傾向にあり考慮していきたい。造影剤腎症のガ

イドラインを掲載するなど工夫している。今後も良い論文の投稿をお願いする。 

 

３）その他 

最後に高橋昭喜代表世話人から、退職のため今年度限りで代表世話人を辞し、

神宮世話人に代表世話人をお願いする旨の提案があり承認された。 

 

 

 

 


